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エネルギー保存式：
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ここで
Cp，g ＝ E Cp，g Yn ；
各化学種の質量保存式







論罪蕩；     （・）
 計算においては、化学種として正デカン、酸素、窒素、二炭化酸素および水の5種類を
考慮し、化学反応には次のような非可逆の総括反応式を用いた。
2C，，H，， ＋ 310， “ 20CO， ＋ 22H，O ＋ 2
ここで、反応速度は次のように与えられる。
w－A・xpiEROT）隔｝回    （6）
 液相部については、対流を考慮していないのでエネルギーの保存式のみとなる。
エネルギー保存式：
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   いても確認し、定性的に一一致することを示した。
（2）高温空気流中では、着火は、液滴後流で起こり、その後反応帯は上流側へと伝播し
   ていき、液滴周りに火炎を形成していることを確認した。流速が大きくなると着火
   の起こる位置は液滴中心から遠方になることを確認した。
（3）着火時間がある流速で極小値をとる理由については、計算結果より以下のように推
   測できた。液滴上流側から液滴後流側へ燃料蒸気が流されることで液滴後流側の可
   燃性混合気の形成に寄与し、着火時間が短縮される。また、ある流速を超えると、
   蒸発量が増加する上に、空気流によって燃料蒸気が液滴後流側へ運ばれるため、液
   滴後流部の燃料蒸気濃度が過濃となり化学反応が追いつかなくなるため、着火点は




























w     ：反応速度（Wn）
     ：頻度因子
E     ：活性化エネルギー
RO    ：普遍気体定数
T     ：絶対温度
［Cl・Han］［・・］・モル叫謝
















：化学種iの分子量  （∫冒ア は燃料ガス）
：化学種iの拡散係数   （∫雷ノ は燃料ガス）
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         a 一 1’Nu ［kcal ／（m2 ・h・oc）］
 次の関係式より熱流束を求める。




         q2 ＝＝ Eouo（T4－t．‘） ［kcal／（m2・h）］
 全熱流束q12は以下より求める。
         qi2 ＝ qi ＋ q， ［kcal ／（m2 ．h）］
3） ふく射による熱流束の液滴への全熱時束に対する割合を求める。
記号表：tw：液滴表面温度・t・・：気体温度・Nu：ヌセルト数・α：熱伝達係数・λ：熱伝導率・
    εo：黒体の射出率、σ。：ステファンボルツマン定数、T：炉壁表面温度
18
表1物性値
正ヘキサン 正ヘプタン 正オクタン 正デカン
化学式 C6H14 C7H16 C8H18 CloH22
分子量 86 100 114 142
沸点 341．9【K：】 371．6【K］ 398．9［K］ 447．25［K］
密度（25℃、1atm） 655［kglm3】 680［kglm3】 699【kglm3】 749［kglm3】
蒸発潜熱（25℃、1atm）336．8［kJlkg】 320．1［kJlkg】 306．3［kJlkgl 287．4［kJlkg】
定圧比熱（25℃、1atm）2．269【kJlkg1K】 2．246【kJ！kg！K】 2．226【kJ！kg1K］ 2．195【kJ！kg！K】























300 740 1180 1620 2060 2500
（a）温度分布       unit：（幻
頻度因子2．1x106m3！mollsec
（着火までの実計算時間：42時間）
一・ a3  740 1180 1620 2060 2500
    （b）温度分布       unit：（K）
    頻度因子7．O x 105m31mollsec
    （着火までの実計算時間：118時間）
図3 各頻度因子の着火前から着火後までの温度分布
        （u＝O m／sec，’IL I 123K）
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 図8 Z軸上の温度、燃料蒸気濃度および酸素濃度分布（time＝0．06708 sec）
e■■■■縢 ・・1■   ■■■■Rl．＿．“■   。．。鼎・。，，6’黒
300@74011BO 162020602500      0・OO O・050・09 0・140・190・23     （c）燃料蒸気分布      unit：（kg1㎏）
（a）温度分布       unit：（K）     （b）酸素濃度分布      unit：（kg1㎏）
               図9 着火前から着火後までの温度、酸素濃度および燃料蒸気濃度分布
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    unit：（⑳    （b）酸素濃度分布      unit：（kglkg）  （c）燃料蒸気濃度分布    unit：（kglkg）
    図11 着火前から着火後までの温度、酸素濃度および燃料蒸気濃度分布
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    図13 着火前から着火後までの温度、酸素濃度および燃料蒸気濃度分布











一 Temperature一 Radial distance
o














        ■lt閣   一
       eA“
■■■■■■■■■tW1・ 剣■
300 740 11eO 1620 2060 2500
   （a）温度分布   unit：（K）
               図15
     一  ・e 一  一      〇．oo ons o．og on4 o．lg o．23 ono o．lg o，3s o，s7 o，76 o．gs

























O．02 O．04 O．06 O．08 O．10           Time sec
 図16 Z軸上の最高温度および最高温度位置の時間変化
O．12
■■■■■■騰  ．t■      ■■■■■■■■齢， ．n■     ■■圏■■■■騰．鯛■
300 740 1180 1620 2060 2500 o．oo o．os o．eg o．14 o．l g o．23 O．OO O．19 O．38 O．57 O．76 O．95
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               図17 着火前から着火後までの温度、酸素濃度および燃料蒸気濃度分布
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図44 単一早早における空気流速と着火時間の関係
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